
　

宮
ヶ
崎
区
の
北
東
部
、
涸
沼
を
一

望
で
き
る
場
所
に
、
中
世
の
城
跡

「
宮
ヶ
崎
城
跡
」
が
あ
る
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　

宮
ヶ
崎
城
は
、
こ
の
地
域
で
大
き

な
勢
力
を
持
っ
た
宮
崎
氏
が
、
鎌
倉

か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
築
き
、
後

の
戦
国
時
代
に
江
戸
氏
が
再
整
備
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

宮
崎
氏
は
鹿
島
郡
を
支
配
し
た
鹿
島

氏
の
子
孫
で
あ
り
、
道
路
を
挟
ん
だ

向
か
い
側
に
、
長
い
参
道
を
も
つ
立

派
な
鹿
島
神
社
が
あ
り
ま
す
。
宮
崎

氏
の
居
住
跡
も
、
鹿
島
神
社
の
南
方

に
確
認
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
（
現

在
は
個
人
の
所
有
地
と
な
っ
て
い
ま

す
）。

　

宮
ヶ
崎
城
跡
に
は
、
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
畑
の
脇
道
を
涸
沼

に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
地
元

の
有
志
の
方
が
建
て
た
石
碑
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
が
主
郭
で
あ
り
、
土
塁

が
部
分
的
に
残
っ
て
い
ま
す
。

宮
ヶ
崎
城
跡

宮
ヶ
崎
在
住　

男
性

レ
ポ
ー
タ
ー

身近な出来事を
「広報いばらき」
に掲載しませんか？
▶対　　象　町内に在住・在勤

されている方
▶原　　稿　文字数400字～600

字程度、写真１～２枚
▶応募方法　住所、氏名、連絡

先（電話・FAX番号）を明記
の上、下記までお申し込み
ください。

　※スペースによって、掲載でき
ない場合もあります。

【応募・問合せ先】
秘書広聴課
 ☎ ０２９－２４０－７１２６（直通）
FAX：０２９―２９２―６７４６
Mail:i_kouho@town.ibaraki.lg.jp
〒３１１―３１９２
茨城町小堤１０８０
茨城町秘書広聴課 宛

　

涸
沼
は
、「
大
和
し
じ
み
」
の
三
大
産
地
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
じ
み
は
季
節
を
問
わ
ず
１
年
中
食
べ
ら
れ

ま
す
が
、
夏
の
「
土
用
し
じ
み
」
（
７
〜
９

月
）、
冬
の
「
寒
し
じ
み
」（
12
〜
２
月
）と
、

１
年
に
２
回
の
旬
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、「
土
用
し
じ
み
」
は
、
産
卵
期
前
で

身
が
太
っ
て
お
り
、
プ
リ
プ
リ
の
食
感
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
内
の
飲
食
店
や
直
売
所
等
で
、
生
や
冷

凍
、
レ
ト
ル
ト
（
真
空
パ
ッ
ク
）
の
状
態
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
旬
の
こ
の
時
期
に
、
ぜ

ひ
、
お
味
噌
汁
や
し
じ
み
ご
飯
、
バ
タ
ー
焼
き

等
、
様
々
な
方
法
で
、
涸
沼
産
し
じ
み
を
お
試

し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
　

農
業
政
策
課

　
　

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
１
８（
直
通
）

しじみの味噌汁
○材料（２人分）
　・砂抜き後のしじみ…およそ100ｇ
　・味噌…小さじ４
○作り方
　①しじみの殻と殻をこすり合わせて
水で洗う。

　②鍋にしじみと約360ミリリットル
の水（２カップ分）を入れ、強火
にかける。

　　沸騰してきたら、アクを取り、５
～６分煮る。

　③味噌を溶かしてひと煮立ちさせ
て、できあがり。
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（
評
）
秋
山
さ
ん｜
小
さ
な
南
天
の
花
が
、
雨
に
打
た

れ
て
い
る
様
子
を
「
走
り
梅
雨
」
と
い
う
季
節
感
の
あ

る
言
葉
を
入
れ
て
上
手
に
ま
と
め
た
。
萩
谷
さ
ん｜

「
梅

雨
の
晴
れ
間
」
と
い
う
言
葉
に
日
本
ら
し
さ
を
感
じ
る
。

田
口
さ
ん｜

夏
の
夜
を
詰
め
込
ん
だ
よ
う
な
句
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
広
報
い
ば
ら
き
７
月
１
日
号
、
中
島
三
千
代
さ
ん
の
短
歌

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤 

│ 

紅
白
帽
遊
技
に
リ
レ
ー
綱
引
き
と
応
援
の
か

が
や
く
笑
顔

正 

│ 

紅
白
帽
遊
技
に
リ
レ
ー
綱
引
き
と
応
援
席
の

か
が
や
く
笑
顔

（
評
）
皆
藤
さ
ん｜

水
車
を
使
っ
た
伝
統
的
製
法
で
杉

線
香
を
作
る
駒
村
清
明
堂
を
詠
ん
だ
。
水
車
の
音
に
絞

り
、
伝
統
を
守
り
作
り
続
け
る
人
の
思
い
ま
で
も
読
ま

せ
て
く
れ
る
。
大
場
さ
ん｜

毎
月
短
歌
を
沢
山
送
っ
て

来
る
熱
心
な
方
。
心
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
何
時
で

も
ど
こ
に
い
て
も
「
詩
」
の
素
材
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る

姿
勢
に
励
ま
さ
れ
た
。
内
田
さ
ん｜

野
原
で
仔
猫
と
の

語
ら
い
。
童
話
的
で
お
も
し
ろ
い
。「
腹
這
い
て
」
に
作

者
の
優
し
さ
が
込
め
ら
れ
る
。

○
南
天
の
花
ち
り
こ
ぼ
す
走
り
梅
雨

　
　
　
　
　
　

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

煙
曇
天
の
緑
濃
く
し
て
梅
雨
晴
れ
間

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

煙
星
ふ
る
や
青
田
蛍
火
遠
蛙

　
　
　
　
　
　
　

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

青
葉
闇
何
処
で
鳴
く
や
時
鳥

　

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

空
は
青
麦
刈
り
始
め
風
起
る

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

つ
か
の
ま
の
晴
れ
間
急
い
で
梅
お
と
す

 

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

一
個
売
り
さ
れ
て
助
か
る
夏
野
菜

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

八
郷
路
や
左
右
に
柿
の
花
た
わ
わ

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

ア
ヤ
メ
咲
く
水
郷
佐
原
蔵
の
町

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

○
筑
波
嶺
に
線
香
を
打
つ
杵
の
音
駒
村

堂
の
水
車
は
回
る

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

煙
病
院
の
送
り
迎
え
の
間
に
も
車
窓
の
景

色
に
詩
を
ひ
ね
り
ま
す

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

煙
腹
這
い
て
仔
猫
の
想
い
聴
い
て
み
た
野
の
草

い
き
れ
た
だ
む
せ
か
え
る　
　

内
田　
　

理（
長　

岡
）

　

対
局
の
終
わ
り
し
敗
者
の
後
方
に
勝

者
を
写
す
カ
メ
ラ
居
並
ぶ

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

記
念
樹
の
大
王
松
は
大
木
に
植
え
し

人
老
い
て
松
深
き
色

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

い
た
だ
い
た
甘
い
メ
ロ
ン
に
舌
づ
つ

み
作
る
手
間
ひ
ま
お
も
ん
ぱ
か
り
ぬ

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

田
植
え
す
み
一
面
の
稲
真
っ
直
ぐ
に

緑
ま
し
た
り
梅
雨
空
の
も
と

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

散
歩
道
遠
く
に
見
え
る
筑
波
山
眺
め

て
居
る
に
ま
た
会
い
た
い
ね

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

あ
か
あ
か
と
さ
ざ
波
染
め
て
沈
み
ゆ

く
夕
日
の
名
勝
親
沢
の
鼻

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

公
園
の
桜
の
木
の
下
大
の
字
に
な
っ

て
空
見
る
飛
行
機
雲
も

河
野　

久
子（
網　

掛
）

健康増進課（保健センタ
ー）８月の予定

日   曜日 事　業　名 
受付時間

1

2

7

9

27

30

木

金

水

金

火

金

大腸がん検体回収

（９日も実施）

総合健康診査
（申込者、ゆうゆう

館）

健康相談
３－４か月児育児相

談

2歳児歯科検診

１歳６か月児健診

ごっくん教室

8：30～10：00

7：00～11：00

9：00～11：30

9：45～10：00

12：50～13：30

13：00～13：30

9：45～10：00

　

日
本
人
が
多
く
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る

の
が
、
胃
が
ん
で
す
。
男
性
の
お
よ
そ
９
人

に
ひ
と
り
、
女
性
の
お
よ
そ
18
人
に
ひ
と
り

が
、
一
生
の
う
ち
に
胃
が
ん
と
診
断
さ
れ
て

お
り
、
が
ん
の
種
類
別
死
亡
者
数
で
は
、
男

性
が
第
２
位
、
女
性
が
第
３
位
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
早
期

発
見
し
、
早
期
治
療
で
き
れ
ば
治
癒
す
る
が

ん
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
胃
が
ん
は
自
覚
症

状
が
出
に
く
い
た
め
、
定
期
的
に
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
検
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す

　

検
診
の
方
法
と
し
て
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
（
バ
リ
ウ
ム
）
と
胃
内
視
鏡
検
査
（
胃

カ
メ
ラ
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
町
で

は
、
集
団
検
診
で
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
、
個
別
検
診
（
医
療
機
関
）
で
胃
内
視
鏡

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

　

集
団
検
診
で
受
け
ら
れ
ま
す

バ
リ
ウ
ム
（
造
影
剤
）
と
発
泡
剤
（
胃
を

膨
ら
ま
せ
る
薬
）
を
飲
み
、
体
を
回
転
さ
せ

な
が
ら
エ
ッ
ク
ス
線
で
胃
の
内
部
の
粘
膜
を

調
べ
る
検
査
で
す
。

▼
対　
　

象　

40
歳
以
上
の
男
女

▼
受
診
頻
度　

年
に
１
回

▼
自
己
負
担
金　

８
０
０
円
（
ク
ー
ポ
ン
対

象
の
方
は
無
料
。
対
象
の
方
に
は
６
月
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
）

▼
受
診
方
法　

要
予
約
。
ゆ
う
ゆ
う
館
で
決

め
ら
れ
た
日
程
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
細

は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
検
査
結
果　

１
か
月
程
で
ご
自
宅
に
通
知

が
届
き
ま
す
。

・
胃
内
視
鏡
検
査

　

医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す

内
視
鏡
（
小
型
カ
メ
ラ
の
つ
い
た
細
い

管
）
を
口
ま
た
は
鼻
か
ら
入
れ
て
、
胃
の
内

部
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

▼
対　
　

象　

50
歳
以
上
の
年
度
内
奇
数
年

齢
の
男
女

▼
受
診
頻
度　

２
年
に
１
回

▼
自
己
負
担
金　

50
歳
以
上
：
４
千
円 

　
　
　
　
　
　
　

70
歳
以
上
：
２
千
円

▼
受
診
方
法　

協
力
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ

ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
水
戸
市
内
だ
け
で

な
く
町
内
の
医
療
機
関
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望

の
方
は
健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
検
査
結
果　

２
か
月
程
で
結
果
が
出
ま

す
。
結
果
は
医
療
機
関
よ
り
伝
え
ら
れ

ま
す
。

※

検
診
で
「
異
常
あ
り
」
と
診
断
さ
れ
た

方
は
、
必
ず
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
３
４
（
直
通
）

胃
が
ん
検
診
の
受
け
方
、
ご
存
知
で
す
か
？

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

虚
虚
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